
（別紙4）　　平成　23　年度
1自己評価及び外部評価結果

【専業所概要（事薫所妃入）】

事業所番号 4 4905000 99

法人名 有限会社ケアつかさ

事業所名 グループホームコスモやよい

所在地 大分県佐伯市弥生大字山梨子8 2 8番地

自己評価作成日 平成2 3年7月1日 評価持果市町村受理　　R 平成2 3年9月29 日

置認諾書院慧霊霊慧三雲‰捌l
評価機軸名 特定非営利活動法人第三者評価機構

所在地 大分市大字羽屋21番1の2 12 チュリス古国府壱書館 1F

肋間調査日

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所妃入）】
建 物 は 白熱 こ恵まれ た環 境の 中に建ち　 入居 者 は 自分 のペースに合 った時 間で過 ごしてい ます
　　　　 　ヽ　　　　　 ○開 所して4年経 ちましたが 、入 居者 が健 鷹 で穏 やか に暮らしていくため に は、職 員も環境 の －つ である
と紘推 しなが ら日々の介 護 に取 り組 んでいます。ホ－ ムの 入居 者 は明 るく、お互 いが 層恥 ＼や り、
嬢 り合 い、助 け合 う姿 が見 られ 、職 員 と－ 緒に よく話をして笑 っています 。 ′
私達 は 、入 居者 と嘉 怒哀 楽を共有 し、個 々の気 持ちに寄 り添 いなが ら居 心地 の よい 、安 心して暮 らせ
る場 を作 り、入 居者 と家族 、職 員 間の より良 い関係 が 築いていけるように努 めています 。
また 、地域 とのつなが りを大事 に して、事 業 所 としてできることを柔 軟 に対 応していきたいです 。

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関紀入）】
緑 一 面が 、目に優しく括 りか けるなど、患わず ホッとする光景など 自然環 境 に恵 まれ 、心 身 と
もにリラックスできる快 さを体 感できると共 に、利用者 一 人ひとりに挨 拶を交 わす 中で、ここで
生 活できて良かったという、満 足感 が伺えるなど利用者 を主体 として取組 み がなされ ているよ
うでした。また対応 する代 表者 、稚 員の礼儀 正 しさ、やさしさ、相 手を重んじる姿 勢が 支援す る
場 面 々 々感 じ、理 念に基づ いたケアが行 われていることを再確 認する事 ができ、特 に要 望 ・
意 見へ の対 応には 、いやな顔せ ず積極 的 に取組 む姿 勢が見 受 けられ ました。

Ⅴ．サ ー ビス の 成 果 に 関 す る項 目 （ア ウ トカム 項 目）　 ※ 項 目仙 1－ 5 5で 日頃 の 取 り組 み を 自 己 点 検 した うえ で 、成 果 に つ い て 自 己 評 価 しま す

項　 目
　 取 り 組 み の 成 果

1 骸 当するもの に○ 印
項　 目

　 取 り 組 み の 成 果
1 瞼 当す るもの に○ 印

5 6

職 員 は 、利 用者 の 思い や願 い、暮 らし方の 意 向

を摘ん でいる
（参考 項 目：2 3．24．2 5）

1．ほ ぼ全 ての利 用者 の

63

職 員 は、家族 が 困っていること、不 安 なこと、求

めていることをよく聴 いており、信頼 関 係 ができ

ている
（参考 項 目 ：9．10，19）

○ 1．ほ ほ全て の家 族 と
○ 2．利用 者 の2 ／3 くらいの 2．家族 の 2／3 くらいと

3．利用 者 の 1／3 くらいの 3．豪族 の 1／3 くらいと
4．ほ とんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

5 7

利用者 と弛 員が 、一緒 にゆったりと過 ごす 場面
がある

（参考 項 目：18．38）

○ 1．毎 日ある

64

通い の場 やグル ープホーム に馴染 み の 人や 地

域の 人 々が 妨ね で来ている
（参考 項 目 ：2．20）

1．ほぼ 毎 日の ように

2．数 日に 1回程 度 ある ○ 2．数 日に1回 程 度
3．たまに ある 3．たまに
4．ほとんどない 4．ほとん どな い

58
利 用者 は 、一人 ひとりのペ ースで暮 らしてい る
（参 考 項 目 ：38）

1．ほ ぼ全ての 利用 者 が

65

悪書 欝 譜 語 法 豊 謀 計 至 芸雷

の理 解者 や応 援 者が 増 えている
（参考 項 目 ：4）

1．大 いに増 えている
○ 2．利用 者の 2／3 くらいが ○ 2．少しず つ増 えている

3．利用 者の 1／3 くらいが 3．あまり増 えていない

4．ほとんどいない 4．全 くいない

59

利 用者 は 、職 員 が支 援す ることで生 き生 きした
表 情や 姿 がみ られ ている
（参 考項 目 ：粥，3 7）

1．ほほ 全ての 利用 者が

86
職 員 は 、活 き活きと働 けている
（参考 項 目 ：11，12）

1．ほぼ全 ての職 員が

○ 2．利用者 の 2／3 くらいが ○ 2．職 員の 2 ／3 くらいが
3．利用者 の 1／g くらいが 3．職 員の 1／3 くらいが
4．ほとん どいない 4．ほとん どいない

60

利 用者 は 、戸 外の 行 きたいところへ 出か けてい

る
（参 考項 目 ：49）

1．ほほ 全ての 利用 者が

87

職 員 から見 て、利 用者 は サー ビスにお おむ ね満

足していると思 う

1．ほほ全 ての 利用 者が
○ 2．利 用者 の 2／3 くらいが ○ 2．利 用者 の 2／3 くらいが

3．利用者 の 1／3 くらいが 3．利 用者 の 1／3 くらいが
4．ほとん どいない ・ 4．ほとん どいない

61

l

利 用者 は 、健 康管 理 や 医療面 、安全 面 で不 安な

く過 ごせ ている
（参 考項 目 ：30．3 1）

○ 1．ほぼ 全ての 利用 者が

68

職 員 から見 て、利 用者 の 家族 等 はサ ービスにお

おむ ね 満足 していると思 う

1．ほぼ全 ての 家族 等が
2．利 用者 の 2／3 くらいが ○ 2．豪 族尊 の 2／3 くらいが

3．利 用者 の 1／3 くらいが 3．ま 族等 の 1／3 くらいが

4．ほとん どいない 4．ほとん どできていない

l
l
再 2

l

利 用者 は 、その 時 々の状 況 や要 望 に応じた柔
軟な支 接に より、安 心 して暮 らせ ている

（参 考項 目 ：28）

1．ほ ほ全 ての利 用 者が

○ 2．利 用者 の 2／3くらいが
3．利 用者 の 1／3くらいが

4．ほとん どいない
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自己評価および外部評価結果　　　　　　　　　　　　　　　　〔セル内の改行は、（A鳴－）＋（Enterキー）です。〕
自
己

外
部

項　 目
自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

こ基づく運 営

1 （1）○理念の共有と実践 基本理念を玄関と事務所に掲示していま
地域や利用者のニーズ、事業所の状況の変地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理 す。毎朝朝礼時に理念を復唱することで認

念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して 弘を深め、職員会議等で理念の大切さに触 化によって、現状にあった理念に作り変える

実軌 こつなげている れて、日々の介護につながるように努めて

います。

など工夫がされています。

2 （2）○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる

よう、事兼所自体が地域の一員として日常的に交
流している

近所の方とは、外で出会った時に挨拶を交
わしたり、話をしたりしています。ホームの

敷地内や駐車場で子供や親子が遊ぶ姿も
見られます。

地域との交流を事業所が必要な時に、行う

だけでなく、ともに暮らす地域の一員として、
地域で必要とされている活動に取り組まれて

います。

3 0 事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症 夏休みに近所の中高生がボランティア活動
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け に来てくれました。感想を聞くと、お年寄りと
七活かしている 触れ合い、いい経験になったと言います。

4 （3）0 運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合

運営推進会議では、活動報告や入居者の

生活の様子などを報告しており、参加者に

2ケ月に一度積捷的に取り組まれ 、日頃の

活動内容は勿論ですが、自己評価、外部評
価、改善点など会議の中で話し合いがされ

ています。
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし

ている

意見をもらうようにしています。

5 （4）0 市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業
所の実情やケアサービスの取り組みを積極的に
伝えながら、協 力関係を築くように取り組んでいる

運営推進会議に、市の地域包括支援セン

ターの職員に参加してもらい、行政面から

の意見を聞いています。困難事例を相放し
たりします。

介護保険係や包括支摸センターなどに事業

所の実態を知って頂くための機会を作られて

いると共に利用者の暮らしぶりや、ニーズを
伝えながら連携を深めています。

6 （5）0 身体拘束をしないケアの実践

代表者および全ての職員が「介指定基準におけ
る棄止の対象となる具体的な行為」を正しく理解

しており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしない
ケアに取り組んでいる

身体拘束に関する研修会に参加したり、

ミーティングで事例を交えて話し合いをした
り、職員が身体拘束をしないという意識を持
ち介護に取り組んでいます。

本人の不安や混乱を寄り添うケアにより少な

くされ、また利用者が外出を望む時は、引き
止めることなく、安全な外出支援に取り組ま
れています。

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい 慮待防止についての研修を受けた後、職員

て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で に周知して、認識を深めて介護をするように

の虞得が見過ごされることがないよう注意を払

い、防止に努めている

努めます
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自
己

外
部

項　 目
自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう
支捷している

権利擁護の研修を受けた職員から情報を

得て、それが必要なケースが生じた場合に
は、関係者と話し合い支援できるように努
めます。

9 0 契約に関する説明と納得 入居時に家族に契約雷を漉して内容を説明

契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者 しています。入退院時の対応や利用料など

や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な睨明を 家族の不安や疑問点については、十分に

行い理解・納得を国っている 説明をして、署名、捺印していただきます。

入居後に生じた不安事にはその都度説明
しています。

10 （6）○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営

に反映させている

玄関に意見箱を設置していますが活用され

ていません。家族には、面会時に何でも
育ってもらえる雰囲気作りができるように努

めていきます。

介護保険係など外部の人に家族等が意見・

要望を伝えることが出来るなど常に説明をな
されています。また、家族との面会の時など

意見が出やすいように配慮されています。

11 （7）0 運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

日々、職員からの意見や要望を聴くように

努めていますが、把漣できていない部分も
あります。代表者に報告して、運営に反映

できるように努めています。

代表者■管理者は、ミーティング等通じなが

ら、積極的に現場の意見を聞き、利用者の

ニーズに反映できるよう取組みがなされてい
ます。

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環
境・条件の整備に努めている

代表者は事集所に立ち寄り、職員の勤務状

態を把握して、意見を聴いたりして、向上心
を持ち働けるように環境の整備に努めてい
ます。

13 ○職員を育てる取り組み 資格所得のための講習や研修会の参加の
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実 ため、勤務調整をしています。各研修会の
際と力量を把壊し、法人内外の研修を受ける機会 案内を掲示して、希望者にはなるべく参加
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを できうように配慮しています。また、研修報

進めている 告霊を暮いてもらっています

14 0 同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問

等の活動を通じて、サービスの賞を向上させてい
く取り組みをしている

外部の研修会等で他の施設の職員と情報

を交換したりしています。
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自
己

外
部

項　 目
自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅱ竜 ト信条引二向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ 入居前に本人と面放して、要望や困り事を
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の よく聴いて本人の思いを受けとめるようにし
安心を確保するための関係づくりに努めている ています。

16 0 初期に築く家族等との信頼関係

サービスを導入する段階で、家族等が困っている 入居前や入居時に施設に来て頂いて、家
こと、不安なこと、要皇等に耳を傾けながら、関係 族の心配事や困り事、要望などを傾聴する
づくりに努めている ように努めています。

17 0 初期対応の見極めと支捷

サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ 入居に関わる相談で、本人や家族の意向を
の時」まず必要としている支援を見極め、他の 聴きながら何が必要かを見極めて、事業所
サービス利用も含めた対応に努めている としてできるかぎりの対応に努めています。

18 0 本人と共に過ごし支えあう関係 入居者の喜怒哀楽に共有しながら一緒に

過ごすように努めています。介護する側、さ戦員は、本人を介護される一方の立執 こおかず、

暮らしを共にする者同士の関係を築いている れる側という意識を持たずに声かけして、

租やかな場面作りができるようにしていま
す。

19 0 本人を共に支えあう家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支

えていく関係を築いている

家族の面会時に間に入り、一緒に話をした

り、ホームでの暮らしぶりを伝えています。
家族と一組 こ過ごす時間を大切にして頂け
るように配慮しています。

20 （8）0 馴染みの人や場との関係継続の支援
外出時に偶然知人に会うこともあり、話がで

きるよに億で見守っています。行きつけの
美容院に家族が連れて行ってくれる方もい
ます。

認知症の状態が酷くなり、解り難いときもあ

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場 りますが、今までの生活の延長として、親

所との関係が途切れないよう、支援に努めている 戚・知人・友人へ会いに行く支捷などに取り

組まれ、また継続ができるようになされてい

ます。

21 0 利用者同士の関係の支援 職員は入居者間の人間関係を把壊して、皆

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立 が楽しく過ごせる場面作りをしたり、青葉か
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよう けや関わりをしています。ソファに座って仲

な支捷に努めている 良く話をしたり、お互いに譲り合い、思いや

る婆も多く見られます。

22 0 関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの開 他の施設や病院に会いに行ったりします。
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族 外で偶然家族に会うこともあり、近況を交え

の経過をフォローし、相談や支援に努めている て相鉄に乗ることもあります。
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自
己

外
部

項　 目
自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

lt その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 （9）0 思いや意向の把握 日々の関わりの中で本人の思いや希望な
本人がどのように暮らしたいか、日頃何をし
たいのか、誰と過ごしたいのかを日々のケア

の中で感じ取り、理解するための話し合いが
積極的に取り組まれています。

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把漣 ど、どのように暮らしたいかを傾聴して把撞
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討しするように努めています。意思表示の困難
ている な場合には、家族から聞いたり、本人の表

情などからくみ取るように心がけています。

24 0 これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把漣に
努めている

入居前に本人や家族から生活歴等につい

て聴き取るようにしています。入居後も本人
に聴いたり、家族の面会時などから少しず

つ把握するようにしています。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

一人一人の暮らし方や生活リズムを把握し

て、本人に合わせた介護ができるようにして
います。本人のできることを活かせるような
関わりができるように努めています。

26 （10）○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方 本人や家族の意向を聴いて、介護計画を作
本人の状態に変化が見られたり、本人・家族

の意向が変化した時は、介護計画を変更で
きるモニタリングやカンファレンスが出来る体
制に取り組まれています。

について、本人、家族、必要な関係者と話し合 り、織員間のケース会議で話し合うようにし
い、それぞれの意見やアイディアを反映し、現状

に即した介護計画を作成している
ています。

27 0 個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきゃ工夫を個々のケース記録に日常の生活の様子や
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら 気づき、状態の変化を記録して、情報の共
実践や介護計画の見直しに活かしている 有に努めています。

28 〇一人ひとりを支えるための事兼所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ 本人の家族の状況、希望に応じて外泊や
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟 外出、通院等柔軟な対応ができるように努
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる めています。
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自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握 地域の振興局に選挙の期日前投票に行っ
し、本人が心身の力を発拝しながら安全で豊かな たり、公民館でのイベントの誘いがあったり
暮らしを楽しむことができるよう支援している して参加するようにしています。

30 （11）○かかりつけ医の受診支援
家族や本人が希望するかかりつけ医で受

診するようにしています。訪問診療に来ても
らうケースもあります。受診時には職員が同
行して主治医との連携に努めています。

家族、本人の希望が施設の協力医療機関と

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納 なっており、緊急時以外にも訪問診療など密

得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を集 接な関係づくりがなされています。受診結果

きながら、適切な医療を受けられるように支援し についても医師、家族、職員間で共有がは

ている かられています。

31 0 看護職との協働

介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の雷護職や訪問看護師等に伝え

て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

非常勤で看護師を配置して入居者の健康

管理を行っています。記録や話し合いをもと

に、介護職との情報の共有に努めていま
す。

32 0 人退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう 入院時には病院の医療連携圭と連絡を取

に、又、できるだけ早期に退院できるように、病院 り合いながら、状況の把握や退院の調整を

関係者との情報交換や相談に努めている。ある しています。また、入院先に面会に行くこと

いは、そうした場合に備えて病院関係者との関係
づくりを行っている．

で状態を確認するようにしています。

33 （12）0 重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早

い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業
所でできることを十分に説明しながら方針を共有

し、地域の関係者と共にチームで支援に取り組ん

でいる

家族は重度化や終末期の対応について不

安に思っています。面会時には普段の病気

の状況や様子を伝えていますが、施設でで
きる対応についても家族と話し合うようにし

ています。

入所時に家族の方と亭兼所が対応し得る最

大のケアについて確認がなされています。現
在看取りは行われていませんが、今後の検
討課題とされ、積捷的に取り組まれていま
す。

終末期における協力医療機関との連

携の在り方や職員相互のチームワー

クに取り組み、いまを生きる看取りへ

の指針の策定に期待します。

34 0 急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての牡 救急時や事故発生時の対応について、職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行 員の実践力を身につけていくようにしたいで

い、実践力を身に付けている す。

35 （13）0 災害対策 毎年1回、防災訓練を実施しています。暴
消防署の協力を得て、年1回の防災訓練を火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず 夜問わずに、いざという時の避難誘導や支

利用者が避難できる方法を全職員が身につける 捷体制を亜えるように努めていきたいです。実施しています。運営推進会譲を積極的に

とともに、地域との協力体制を築いている 職員だけでの限界を踏まえて、運営推進会

譲で地区の方に災害時の協力支接をお願

いしています。

活用し、地域への呼びかけと相互の協力関

係づくりに努めています。
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自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

漬 人らしい暮 らしを続けるための日々の支援

36 （14）〇一人ひとりの尊重とプライバシーの確保
入居者の喜怒哀楽に共有しながら一緒に

過ごすように努めています。一人ひとりの人
格を尊重した呼びかけや青葉かけをするよ
うに心がけています。

日常の支援はご本人の気持ちを大切に自己
一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを 決定しやすい音集かけをしています。個人情

損ねない青葉かけや対応をしている 報に関しては収集する際にも捷供する際に

も守秘義務の理解を徹底し、慎重に取り扱う
ようにしています。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支捷

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、 生活する中で、可能な限り自己決定ができ
自己決定できるように働きかけている るように場面作りをしているが、職員側の都

合で実践しきれていない部分もあります。

38 0 日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支捷している

その日の体調や気分によって、起床や就寝

時間、食事量、過ごし方等変わることもあり

ますが、無理強いしないように本人に合わ
せています

39 ○身だしなみやおしゃれの支捷

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよう

に支援している

身だしなみには気をつけており、いつも清潔

な衣服を着ています。散蒙をする際にはそ

の人に似合う髪形になるよう、本人と話し合
いながらしています。

40 （15）0 食事を楽しむことのできる支援
季節により、ホームで採れた野菜を使い、

楽しんでいます。野菜の皮むきや下ごしらえ
など手伝ったり、茶碗を洗ってくれたりしま
す。

食事は事業所内で作り、利用者さんの希望

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好 を取り入れた献立となっています。餃子、団

みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準 子、野菜の皮むきなど利用者さんに手伝って

価や食事、片付けをしている いただき、食材の手触り、香りから食事を楽

しみ、食欲増進へとつなげています。

41 ○栄養摸取や水分確保の支援 チェックシートで食事抜取量、水分記録表で
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて 1 日の水分量を記録して把握できます。飲
確保できるよう、一人ひとりの状態やカ、習慣に みたがらない方には本人の好みのものを軟

応じた支援をしている んで頂いたりして、十分な水分が摂取でき

るようにしています。

42 0 口腔内の清潔保持 毎食後、口腔ケアをして頂くように声かけ、
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、－ 誘導します。自分でできない時には手伝い
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ ます。義歯はその都度外して洗い、就寝時

アをしている には水につけて保管します。遇1回、義歯

洗浄剤を使用します。
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自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

43 （18）0 排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり

の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

チェックシートを活用して、その人の捷泄パ

ターンを把握して、声かけや誘導していま
す。なるべくトイレで排泄できるように、本人

の尿意のサインを見逃さないようにします。

個々の排泄パターンを把握し、トイレに座っ

て排泄する支援を行っています。失禁時に
は自尊心を傷つけないように配慮した声か
けを心がけています。

44 0 便秘の予防と対応 十分な水分摂取や便秘予防のため野菜や

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物のエ 食物繊維を多く取り入れた食事ができるよ

夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に うに努めています。排便を促すために、腹

取り組んでいる 部マッサージをしたり、下剤を飲んでもらうこ

ともあります。排便表に記録して状況を確認
しています。

45 （17）0 入浴を楽しむことができる支捷

卦 こ3 回入浴日があります。入浴を拒む場

ユニット毎に曜日で分かれていますが、本人

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を の希望により、入りたい日に入浴していただ

楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決 合には、言葉かけや入浴時間の配慮をして いています。入浴が出来ない時には清拭を

めてしまわずに、個々にそった支操をしている タイミングよく入浴できるようにしています。 行い、体の状態の確認や清潔保持を行って

います。

46 0 安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ 安眠できるように、居室内の温度調整をし
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支

援している

たり、本人の希望に添って休んでもらいま

す。

47 0 服薬支援 服薬時には名前を確認して、間違えのない
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用 ようにします。その人に合った服薬の仕方

法や用量について理解しており、服薬の支援と症 があり、きちんと飲み込むまで確認していま

状の変化の確認に努めている す。薬が変わった時には症状に変化がない

か様子を見守っています。

48 0 役割、楽しみごとの支援 畑の草むしり、野菜の皮むきや新聞折り、

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、－ また洗濯物をたたんだり、裁縫をしてもらっ
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、 たりしています。行事や季肌 こ会った食べ
楽しみごと、気分転換等の支援をしている 物で楽しめるようにしたり、好みの飲み物を

聴いて飲んでもらっています。

49 （18）0 日常的な外出支援

花見やドライブなど、外出できる機会を作っ

体調や天候に配慮し、地区の行事や買い
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か 物、散歩などのほかに一人ひとりの習慣や
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け たり、少人数で近所に散歩に行ったりしてい 楽しみにあわせた外出をしています。また施
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族 ます。本人の希望で、衣服や雑貨、食料品 設周辺の散歩では、地域の人とのコミュニ
や地域の人々と協力しながら出かけられるように などを買いに行くこともあります。 ケーシヨンの場として楽しみの1つとなってい

支援している ます。
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自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

50 ○お金の所持や使うことの支捷 少租の所持金を持って自分で管理している
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し 方がいます。必要な買い物がある時には、
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を 職員に頼んだり、一緒に買いに行ったりしま
所持したり使えるように支援している す。自分でお金を払っていますが、様子を

見守っています。

51 0 電話や手紙の支援 自ら電話をかけることはありませんが、遠方
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙 に住む家族からの電話があったり、手紙が
のやり取りができるように支接をしている 来たときには取り次いでいます。懐かしそう

に話をしたり、嬉しそうに手紙をよんでいま
す。

52 （19）0 居心地のよい共用空間づくり 共用の場所はいつもきれいに整理整頓さ 一日の大半を共用空間で過ごしており、自

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴 れ、清潔にするように心がけています。居 然と集まってくる様子がうかがえます。ユニツ
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま 間には畳の間もあり、座って洗濯物をたた ト毎に季節の飾りつけや行事の写真、また
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな んでいます。台所から食器の音やごはんの 外来者から地域イベントなどのポスターも捷

いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、 匂いなどがして、いい匂いに「お腹がすい 示され、自分の居場所を感じながら地域との

居心地よく過ごせるような工夫をしている た」と言う声があがります。 交流の場所となっています。

53 0 共用空間における一人ひとりの居場所づくり

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の

工夫をしている

ホールにソファとテーブルがあり、一人で過

ごしたり、気の合う入居者同士でくつろぎ、
話をしたりしています。自分の位置がだいた

い決まっています。

54 （20）0 居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相 居室には亜理たんすとベッドを設置してい 居室には使いなれた家具や座椅子、家族の

談しながら、使い慣れたものや好みのものを活か ます。使い慣れた物品を持ってきて使って 写真などがあり、実家にいるような雰囲気づ

して、本人が居心地よく過ごせるような工夫をして

いる

いる方もいます。 くりへの配慮が行われています。

55 〇一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

ホームはバリアフリーで、廊下やトイレ、浴

室には手すりがあり安全に生活できるよう

にしています。混乱が生じた場合には、職
員が関わり対応しています。
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